




課題名  

サツマイモ基腐病対策の実践  
 
 
 
 
 
 
 

１ 対象            

 阿久根市，出水市，長島町，JA 鹿児島いずみ  
JA 鹿児島いずみでん粉用かんしょ部会 

 

２ 課題を取り上げた理由      

（１） 平成 30 年 12 月 11 日に「サツマイモ基

腐病」が同定され，県内のさつまいも産

地である南薩，大隅，種子島で大きな被

害が見られた。その後，県内の他地域で

も発生が見られ，全県的に対策を取って

行くことが緊急的な課題であるとし，北

薩地域振興局出水市駐在でも取り込む

ことにした。 
 

３ 活動の内容及び成果        

（１） 関係機関と体制整備 
 さつまいも生産に関係する市町，ＪＡ，でん

粉会社，焼酎会社，集荷業者，県からなる「北

薩地域サツマイモ基腐病対策プロジェクトチ

ーム」を設立した。 

  

図１ 体制図 

（２） サツマイモ基腐病対策の整理  
  「持ち込まない対策 
  「増やさない対策」 
  「残さない対策」 

 

図２ 基腐病対策の防除暦 

 
（３） 発生状況調査 
 市町と連携し，3 月～9 月にかけて，育苗床

やほ場における基腐病の発生状況を把握し，発

生ほ場は，生産者を特定し，速やかに対策をＴ

るよう指導を展開した。 
 
（４） 実証ほ・展示ほの設置 
 ア 抵抗性品種の実証・展示 

イ 予防薬剤の散布実証 
ウ 展着剤の効果確認 
エ こないしんの定植時期の検討 

１ 関係機関と連携して，「北薩地域サツマイモ基腐病対策プロジェクトチーム」ができた。 

２ サツマイモ基腐病対策が整理され，農家がそれを実践するようになった。 

３ サツマイモ基腐病が抑えられた。 

 

 

成果の要約 

 

基腐病で枯れたさつまいも 

 
オ こないしんの採苗法の検討 
カ ドローン防除の効果確認 

 
（５） 情報提供 
  ア 講習会の開催 
  イ 広報誌等による情報伝達 
  ウ さつまいも防除暦 
 生産者が集まる機会として，ＪＡ鹿児島いず

みのでん粉用かんしょ部会の研修会において，

基腐病対策に関する情報を提供した。また，市

町の広報誌，JA の情報誌，農政普及課の発行す

る「普及だより」にも基腐病対策の情報を掲載

し，広く情報の波及に務めた。 
 
（５）活動の成果 

ア 令和４年から，基腐病の発生状況を調

査してきたおり，年々，発生は抑えられ

てきている。 
 
 基腐病の発生状況（北薩地域振興局） 

 
     

  イ 農家がサツマイモ基腐対策を理解し，

実践するようになった。 
  （ア）抵抗性品種の導入 
  （イ）適正な薬剤防除の組み立て 
  （ウ）早植え，早堀りによる発症回避 
  （エ）基腐病菌密度低下のための休耕 
  （オ）健全な種イモ確保 
  

 

     被害イモ 

 

４ 今後の課題          

（１） サツマイモ基腐病の発生以降に低下し

た単収の向上 
   

（２）新しい塊根腐敗対策の実施 
 

５ 発表者 

 福重美久 


